
台湾海峡をめぐる動向（2011 年 12 月～2012 年1月）

「ダブル選挙前後の中台関係・米台関係の動き」

松本充豊（天理大学国際学部）

1．選挙直前の中国の動き

2012 年1月 14 日、台湾で総統選挙と立法委員
選挙のダブル選挙が行われた。総統選挙では、現
職の馬英九総統が再選を果たした1 。今回は台湾
の有権者のみならず、台湾を訪れた多くの中国人
観光客も高い関心を寄せるなかでの選挙だった。
馬総統の再選は有権者が中国との関係改善を評価
し、中台関係の安定を選択した結果といえる。中
台関係の安定は国際関係においても重要な意味を
持つことから、中国も米国もこの結果に安堵した
に違いない。今回の選挙に際して中国と米国はと
もに「介入しない」、「中立である」との立場を表
明してきた。とはいえ、台湾問題で互いに連携す
るかのような両国の動きは今回の選挙結果に少な
からず影響したものと考えられる。以下では選挙
戦終盤での中国、米国それぞれの動きを確認して
おく。

（1）賈慶林主席の発言
2011 年 12 月 16 日、中国・北京の人民大会堂で

中国側の対台湾窓口機関である海峡両岸関係協会
（海協会）の成立 20 周年を記念する式典が開催さ
れた。人民政治協商会議の賈慶林主席はスピーチ
のなかで次のように語った。
「『92 年コンセンサス』を否定することは、両岸

の話し合いを続けていくことを困難にし、すでに
存在する話し合いの成果も実現することが難しく
なり、両岸関係は過去にあったような混乱と不安
を再現することとなり、最終的には両岸の同胞の
利益を傷つけることになろう」2 。

同様の発言はこれまでも国務院台湾事務弁公室

の王毅主任が行なってきたが、賈主席は中国共産
党中央政治局常務委員で党内序列が第4位、対台
湾政策を指導するグループ（「小組」）で組長の胡
錦濤総書記に次ぐ副組長を務めている人物であ
る。総統選挙の投票日をほぼ1ヵ月後に控えて、
賈主席のこうした発言は台湾住民へのさらに強い

「警告」とも受け取れる。台湾の選挙には介入し
ないと表明していた中国側であったが、両岸関係
の安定にとって「92 年コンセンサス」を堅持する
ことの重要性を強調する党指導者による一連の発
言は、台湾の有権者の判断に少なからず影響した
ものと考えられる。

賈主席の発言は裏返せば馬英九総統の援護射撃
ともいえる。中国側がその立場を明確に表明した
以上、中国との経済交流から恩恵を受け、そこに
利益をもつ者にとっては、その線に沿った「現状
維持」が望ましいことは至極当然のことである。
果たして、選挙戦の終盤、台湾を代表する企業家
による「92 年コンセンサス」の維持ないし馬総統
の再選に対する支持が相次いで表明された3 。

（2）温家宝総理の視察
これと並行して、中国側は台湾の民意へのア

ピールも怠らなかった。指導者自らが台湾の中
小・零細企業への強い関心を示し、さらに具体的
な政策措置を打ち出すことで、より広範な「台湾
同胞の利益」に配慮する姿勢を強調した。

12 月 18 日から 19 日にかけて江蘇省を視察し
た中国・国務院の温家宝総理は、台湾系企業が多
数進出する昆山で同企業の幹部たちとの座談会に
臨んだ。温総理はこの席上、両岸のさらなる協力
を推進する対策を講じると表明した。また、台湾
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系企業の投資が昆山に集中している現状を踏まえ
て、同企業が中国各地でもっとうまく発展できる
ようにする方法を検討し、中国に進出する台湾系
企業がさらによい投資環境を作り出せるよう支援
すると述べた。温総理は、中小企業の資金繰りが
厳しいとの関係者の声にも熱心に耳を傾け、中国
政府は小型・零細企業が過剰な税負担に直面して
いる状況への対策をすでに考慮していると語った
4 。

（3）台湾住民による「個体戸」の開設を解禁
国台弁は 12 月 28 日、同日開かれた年内最後の

定例記者会見の冒頭で、台湾住民の中国大陸での
投資と起業を奨励し、両岸の経済協力をさらに深
めていくために、2012 年1月1日より台湾住民に
よる「個体工商戸（個体戸）」5 の開設を解禁する
と発表した。当初は北京市、上海市、広東省、福
建省、江蘇省、浙江省、湖北省、四川省、重慶市
の 9 つの省・市において、業種は飲食業と小売業
が対象となる6 。

国台弁の楊毅報道官は「台湾住民による大陸で
の個体戸設立を解禁するのは、台湾の同胞のため
に利益をはかり、具体的なことを行なうという重
要な措置のひとつであり、台湾の同胞とりわけ若
者の起業と発展に大きなチャンスを提供するため
のものである」と述べた。そして、「中国側は台湾
住民による申請を歓迎し、関連部門は彼らのため
にしっかりとサービスを提供する」と強調した7 。

2．選挙直前の米国の動き

（1）政府高官の相次ぐ訪台
12 月に入り米国政府の高官が相次いで台湾を

訪問した。12 月1日、米国・国際開発庁（USAID）
のラジブ・シャー（Rajiv Shah）長官がアジア諸
国歴訪の途中、米国在台協会（AIT）の招きによ
り台湾に立ち寄った8 。国際開発庁は国務省の指
揮下にあって、米国の非軍事的海外援助を主管す

る機関である9 。12 月2日には総統府で馬英九
総統とシャー長官の会談が行なわれ、米台双方の
対外援助の経験と国際支援のあり方について幅広
い意見交換が行なわれた10。

さらに、12 月 12 日から 14 日には米国・エネル
ギー省（DOE）のダニエル・ポネマン（Daniel B.
Poneman）副長官が台湾を訪れ、馬総統や台湾の
政府高官との会談や米国と台湾の財界人と会見し
たほか、台湾大学で講演を行った11。ポネマン副
長官は講演のなかで、米国は中国と台湾が原子力
発電の安全に関する協定に合意したことを評価し
ており、台湾が国際原子力機関（IAEA）などの国
際組織に参加することを支持すると表明した12。

両氏の訪台を伝える米国在台協会（AIT）のプ
レスリリースは、シャー長官の訪台を「オバマ政
権のなかで最もハイレベルなもの」、ポネマン副
長官の訪台を「この 10 年間の米国政府高官の訪
台では最もハイレベルなもの」と伝えた13。政権
交代の可能性も否定できない最も不確実性の高い
時期に米国政府が高官を相次いで訪台させたこと
には、馬英九政権への支持とその継続を期待する
意向を暗に示す狙いがあったと受け取ることがで
きよう。

（2）台湾をビザ免除プログラム候補に
AIT は 12 月 22 日、米国政府が正式に台湾を米

国ビザ免除プログラム（Visa Waiver Program,
VWP）の候補としたことを表明した14。現在、同
プログラムに参加し、ビザ免除措置を対象とされ
ている国は世界でわずか 36 カ国であり、アジア
では日本、韓国、シンガポール、ブルネイ、オー
ストラリア、ニュージーランドの6カ国のみであ
る。また、台湾に対してビザ免除ないし到着ビザ
の措置を付与しているのは 124 カ国となってい
る。外交部は同日、米国によるこの発表を歓迎す
るとのプレスリリースを出した15。

総統選挙3週間前の段階で、米国政府が「活路
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外交」を進めてきた馬英九政権にとって大きな外
交実績となる発表を行ったことで、同発表は馬英
九総統の選挙情勢に有利に働くとの見方が広まっ
た。これに対して、AIT 台北事務所のエリック・
マディソン（Eric H. Madison）所長代行は、米国
は台湾の選挙に対して中立の態度を貫いていると
強調し、このタイミングで発表するに至ったのは
台湾側の準備が整ったからにすぎないと説明し
た16。

（3）元AIT台北事務所所長の発言
投票日直前の 2012 年1月 12 日には、元 AIT

台北事務所所長のダグラス・パール（Douglas H.
Paal）氏が中天テレビのインタビューで、馬総統
が再選されれば米中の関係者は安心するだろうと
語り、蔡主席の主張する「台湾コンセンサス」の
実施は不可能なことであると発言した。同氏は総
統選挙の視察と学術会議への参加のため台湾を訪
れていた17。

パール元所長の発言に対して、民進党の陳其邁
報道官は「パール氏の見解は米国政府を代表する
ものではない」と指摘し18、蔡英文選挙対策本部
の蕭美琴国際事務部主任は「同氏が選挙前に台湾
を訪問して国民党に呼応する発言をするのは、あ
まりに台湾住民の選択への尊重を欠いている」と
強く反発した19。

一方、AIT 台北事務所は、パール氏は米国政府
の関係者ではなく、彼の発言は個人的な意見であ
り、米国政府の政策を代表するものではないと説
明し、米国政府の台湾選挙に対する中立的立場を
強調した20。

3．馬英九総統の再選と各国の反応

（1）再選を決めた馬英九総統
2012 年1月 14 日に投開票が行われた総統選挙

では、現職の馬英九候補が再選を果たした。選挙
当日の1月 14 日、午後8時 10 分頃（台北現地時

間）、馬英九総統は勝利宣言を行なった。再選を
決めた馬総統は「これは私個人の勝利ではなく、
台湾人民の勝利である」と述べて、「これは我々が
清廉、繁栄、平和を追求する台湾路線の勝利でも
ある」と強調した。さらに、「この勝利は、私に引
き続きこの路線に向かって歩んでいくようにと
の、台湾人民による私への最も明確な通知であり、
私が台湾の新しい歴史を創り上げていく任務の完
成に尽力するようと、台湾人民が私に与えた明確
な使命でもある」と述べた21。

今後の4年間については、「経済面での構造改
革を推進して、台湾がさらに発展できる空間を創
り出し、10 年以内に環太平洋戦略的経済連携協定

（TPP）に参加し、台湾を真に換骨奪胎させる」と
の考えを示した。

両岸関係については、「両岸間はよりいっそう
和解協調し、相互信頼するようになり、衝突する
ことはさらに少なくなるであろう。私は必ずや台
湾に永続性のある平和で安定した環境をもたら
す」と強調した22。

（2）中国の反応
中国では国営の新華社通信が 2012 年1月 14 日

の午後8時 15 分（北京現地時間）、馬英九氏の選
挙対策本部の情報として、「馬英九が今日行なわ
れた『台湾地区领导人选举』（台湾地区の指導者の
選挙）で当選した」と、馬氏の再選を台北発で速
報した23。馬氏の勝利宣言直後の素早い報道だっ
た。その後、同日午後 10 時半頃（北京現地時間）、
中国共産党中央台湾工作弁公室、国務院台湾事務
弁公室（両者は事実上同じ）の報道官が選挙結果
を受けて次のような談話を発表した。
「この4年間の事実が繰り返し示しているよう

に、両岸関係の平和的発展は正しい道であり、広
範な台湾同胞の支持を得た。我々は台湾社会が安
定し、人民の生活が幸福であることを真に希望し
ている。引き続き『台独』（台湾独立）に反対し、
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『92 年コンセンサス』を堅持する共通の基礎のう
えで、台湾各界と手を携えて努力し、前人の経験
や成果を受け継いで新しいものを創造し、先人の
業を継いで前途を開拓し、両岸関係の平和的発展
の新たな局面をさらに切り拓き、ともに中華民族
の偉大なる復興に努力したい」24。

この談話からは馬氏が再選を決めたことに対す
る中国側、とりわけ台湾問題を平和的発展のなか
に位置づけ「機動的アプローチ」25で臨んできた
胡錦濤政権の安堵感が伝わってくる。その一方
で、「両岸関係の平和的発展の新たな局面」を切り
拓くとは何を意味するのか、気になるところであ
る。

（3）米国の反応
馬英九総統の再選に対して、米国・国務省は1

月 14 日、報道官による次の声明を発表した。「米
国は 14 日の台湾の選挙で馬総統が勝利したこと
を祝福する。台湾は今回も自由で公正な選挙を行
なった。台湾の住民は民主政治における最新の画
期的な出来事を名誉に感じるであろう。我々は、
台湾海峡が引き続き平和で安定するなかでの深遠
な利益を台湾住民とともに分かち合う。馬氏や台
湾の両党の指導者たちとともに、米台間の強い経
済的関係と人的往来を確かなものにするための仕
事ができることを楽しみにしている」26。

馬総統の再選により中台関係の安定が維持され
る見通しとなったことに、米国政府も安堵したこ
とは間違いない。しかし、米国産牛肉の輸入問題
や貿易投資枠組み協定（TIFA）の交渉再開など、
米台間にも経済面での懸案が横たわっている。上
記の声明には、選挙が一段落したので、次は台湾
側に懸案の解決に向けた積極的な取り組みを求め
ようという米国側の意向が示されているといえよ
う。

4．急速に動き出した中台経済交流

（1）素早い動きをみせた馬英九政権
ダブル選挙終了後、馬英九政権はすぐさま重要

な対中経済政策の実施に向けて動き出した。総統
府では 2012 年1月 16 日、毎週月曜日定例の国家
安全高層会議が開かれ、対中経済関係に関する重
要政策が議論された。ここでは、ECFA の後続の
協議を春節後に実施すること、懸案となっている
両岸投資保障協定については次回の第8回中台窓
口トップ会談での調印を目指すこと、両岸経済合
作委員会の第3回例会を本年上半期に開催するこ
と、そして中国資本の対台湾投資に対する第3段
階の規制緩和を早ければ本年3月にも実施するこ
とが確認された。関係者の話では、馬政権は2期
目のスタートとなる5月 20 日の総統就任前に重
要な対中経済政策を積極的に推進する意向である
という27。

事実、馬総統の再選直後から、中国との経済関
係促進に向けた具体的な政策が打ち出されてい
る。たとえば、1月 15 日にはビジネスで台湾を
訪れる中国人に対するマルチの出入境許可証の発
行に対する規制が大幅に緩和された。昨年マルチ
の出入境許可証を取得した中国人ビジネス客は
4,191 人だったが、この規制緩和により 8,000 人
以上に倍増すると見込まれている。消費能力の高
いビジネス客を繰り返し呼び込むことで、台湾の
サービス業のビジネスチャンスを拡大させたいと
いう狙いがある28。

（2）中国資本による対台湾投資の規制緩和
中国資本による対台湾投資に対する第3段階の

規制緩和については、本年3月の実施に向けて準
備が進められている。第3段階で新たに解禁され
る項目は、製造業、サービス業、公共建設をあわ
せて 150 項目程度になるとみられている。製造業
では、約 100 項目が解禁される見込みで、すでに
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解禁済みの項目とあわせて約 90％の項目が解禁
されることになる。LED 産業への資本参加や工
作機械への投資が解禁されるが、食品や製薬、半
導体や液晶パネルなどについては対象から除外さ
れた。サービス業では約 25 項目が新たに解禁さ
れる模様で、これにより解禁項目はあわせて約
50％となる。公共建設については、MRT、ライト
レール・トランジット（LRT）、駅舎、バスターミ
ナル、高速道路のサービスエリア、橋梁、公園・
緑地など4項目が新たに解禁され、解禁項目は
50％を超える見込みである29。第3段階の規制緩
和は3月に実施される予定だが、5月 20 日の総
統就任式までにさらなる規制緩和が行なわれる可
能性もあるという30。

（3）中国資本の対台湾投資の認可も加速
経済部投資審議委員会（投審会）は1月 30 日、

中国資本による対台湾投資を4件認可した。投資
総額は 9,322 万米ドルで、これは昨年1年間の総
投資額（4,373 億米ドル）を大きく上回り、2010
年に記録した過去最高の総投資額 9,434 万米ドル
に迫る勢いである。

中国資本の対台湾投資は 2009 年に解禁され、
2010 年には投資ブームが起こったが、昨年は総統
選挙を控えていたこともあり、中国の大企業も政
治的な不安定要因を懸念してか投資を手控える傾
向が強かった。投審会の関係者は、馬英九総統が
再選されたことで、今年は中国から台湾への投資
ブームが起きる可能性があると指摘している。

今回認可された4件の投資案のうち、2件は中
国銀行と交通銀行という金融業によるものであ
る。いずれも支店開設を目的としたもので、投資
額はそれぞれ 12 億台湾元、15 億 5,000 万台湾元
となっている。また、福建省の国有企業である海
峡高速客滾航運公司は、ECFA による物品貿易の
拡大に伴うビジネスチャンスを見越して、1,200
万台湾元を投じて台湾に支店を開設する。同社は

台湾・台中港と中国・福建省の平潭港とのあいだ
で農水産品、電子材料や食品などの輸送業務を展
開するという。残りの1件は緑色資源集団の投資
案で、同社は 6,000 万台湾元を投じてプロジェク
ター向けのレンズや光学部品を生産する台湾企業
の増資に参加する。

他方、台湾企業による中国への投資案も認可さ
れた。なかでも投資額が最も大きかったのは国泰
建設による投資案で、同社は 8,000 万米ドルを投
じて上海に加恒億業を設立し、上海国泰人壽など
の関係企業との共同で中国での不動産投資を計画
している。また、鴻海精密は武漢の鴻富錦精密工
業、嘉善の富鼎電子科技にそれぞれ 5,000 万米ド
ル、7,000 万米ドルの増資を行なう31。

（4）両岸投資保障協定締結の行方
中国に進出する台湾企業が待望する両岸投資保

証協定の締結についても、その見通しがある程度
はっきりしてきた。中国・国台弁の王毅主任は昨
年 11 月、海峡両岸関係協会（海協会）と海峡交流
基金会（海基会）による次回（第8回）トップ会
談が開催できれば、投資保障協定は締結できると
明言していた。ただし、「92 年コンセンサス」が
トップ会談開催のための基礎であり、第8回トッ
プ会談が開催されるかどうかは台湾の選挙後の情
勢次第であると述べていた32。今回の選挙結果に
より、第8回トップ会談開催の前提条件はクリア
されたことになる。

春節（旧正月）後の1月 30 日、王毅主任は台湾
住民に向けた新年のメッセージのなかで「『92 年
コンセンサス』を堅持する基礎のうえに立って引
き続き海協会・海基会両会による協議を行い、ま
ずは予定通り投資保護促進協定を締結する」と明
言した33。これを受ける形で、馬英九総統は1月
31 日、中国に進出している台湾企業の春節の新年
会で、中国との投資保障協定を早期に締結する考
えを示し、海基会の江丙坤董事長も同協定は第8
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回トップ会談で締結できると信じていると語った
34。幾度となく先送りされてきた投資保障協定も
近く調印が実現しそうである。

5．中台経済交流、この1年の成果

（1）実施から1年を迎えたECFA
両岸経済協力枠組み協定（ECFA）のアーリー

ハーベスト（早期実施項目）が 2011 年1月1日か
ら全面的に実施され、はや1年が経過した。行政
院大陸委員会は所期の貿易効果が次第に現れてき
たとして、この1年間の成果をまとめて公表し
た35。

まずは、台湾からの輸出状況についてである。
中国側の税関統計によると、2011 年1月から 11
月までの台湾からの輸入総額は 1,141 億 6,000 万
米ドルで、前年（2010 年）の同じ時期に比べて
8.66％増加した。この間、アーリーハーベスト対
象品目の輸入総額は、前年の同じ時期に比べて
11.32％増加して 182 億 7,700 万米ドルに達し、
減免された関税額は1億 1,400 万米ドル以上と
なった。2012 年からは、中国側が同意したアー
リーハーベスト対象品目 539 品目（2009 年の税額
を基準）の 90％以上がゼロ関税となることから、
ECFA による関税優遇効果はさらに顕著なもの
になると予想されている。

台湾の経済部の統計によれば、ECFA の原産地
証明書は 2011 年1月1日から 2012 年1月5日ま
でに合計3万 8,789 件が許可され、金額にして総
額約 52 億 5,500 万米ドルとなった。その内訳は
農産品が 1,020 件、2,347 万米ドル、工業製品が
3万 7,769 件、52 億 3,100 万米ドルとなってい
る。物品貿易における原産地証明書の許可件数か
らみた場合、申請した企業数が持続的に増加して
いるだけでなく、申請額も次第に増加していると
いう。また、台湾側で原産地証明書を申請した企
業の半数以上が、過去にアーリーハーベスト対象
品目となった製品を中国に輸出した経験がなく、

アーリーハーベスト実施後に優遇措置を利用する
形で輸出を始めたものであることから、ECFA の
アーリーハーベストが新たなビジネスチャンスを
切り開いたことを示すものと評価されている。

ちなみに、アーリーハーベストの実施に伴う関
税優遇措置の恩恵を受けた産業のうち、工業製品
の分野で原産地証明書の発行数が多い産業のトッ
プ5は、石油化学（1万 2,352 件）、機械（9,863
件）、紡織（4,433 件）、輸送関連（3,744 件）、金属

（3,365 件）の順となっている。また金額でみた
トップ5は、石油化学（30 億 7,800 万米ドル、
58.58％）、機械（9億 8,200 万米ドル、18.70％）、
金属（5億 3,700 万米ドル、10.22％）、紡織（2億
6,900 万米ドル、5.12％）、電機（1億 2,400 万米
ドル、2.35％）である。

農産品の対中輸出については、2011 年1月から
12 月までの輸出量は2万 317 トンで、前年の同じ
時期の輸出量1万 828 トンに比べて 88％増加し、
輸出額は1万 2,564 万米ドルに達し、前年の同じ
時期の輸出額 5,532 万米ドルに比べて 127％もの
大幅増となった。そのなかでもハタ（石斑魚）と
茶葉の輸出が最も顕著な伸びを示したという。

銀行業については、台湾の国内銀行 11 行が中
国での支店開設を許可され、そのうち台湾土地銀
行（上海）、合作金庫商業銀行（蘇州）、第一商業
銀行（上海）、華南銀行（深圳）、彰化銀行（昆山）、
国泰世華商業銀行（上海）の6行がすでに開業し
ている。証券先物取引業では、台湾の証券会社 13
社が中国の 25ヵ所で事務所を開設した。投資信
託業では、2社が中国に事務所を開設し、4社が
中国側の証券業者との合弁による中国大陸基金管
理会社の設立を申請し、許可された。保険業では、
行政院金融監督管理委員会は保険会社 9 社が中国
での株式取得や投資を許可し、そのうち6社がす
でに営業を開始し、また 15ヵ所に代表者事務所を
開設している。
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（2）第2段階の関税引き下げを実施
2012 年1月1日からは ECFA のアーリーハー

ベスト対象品目の第2段階の関税引き下げが実施
された。これにより中台双方のアーリーハーベス
ト対象品目のうち 94.5％が免税となった。中国
側では、台湾から輸入される蘭の花、バナナ、メ
ロン、綿タオル、自動車の電動・手動サンルーフ
など 437 品目が免税となった。免税対象品目の増
加に伴い、ECFA の効果がさらに高まり、台湾の
対中輸出拡大につながるものと期待されてい
る36。

（3）中台間の人的往来
両岸関係の改善に伴い、台湾を訪れる中国人の

数も急増しているが、行政院大陸委員会によると、
2011 年の中国人の入境者数は過去最高の 172 万
人で、2008 年の 30 万 2,000 人あまりに比べて5
倍以上も増加した。

その内訳は観光がトップで全体の 80％を占め
ている37。ついで専門家交流が 15％、一般交流が
5％となっている。2011 年には中国からの観光
客数が大幅に伸びて 131 万 9,000 人に達し、1日
あたり平均 3,613 人が入境したことになる。専門
家の交流やビジネスを目的とした訪台者数も大幅
に増加し、あわせて 23 万 7,000 人あまりに達し
た。中国人が台湾住民との結婚により台湾に居
住、あるいは親戚関係に基づき台湾に滞在してい
るなどの一般交流を目的とした訪台者数は7万
5,000 人であり、横ばいの状態が続いているとい
う。また、昨年1年間に中台間で結婚したのは1
万 1,000 組あまりで、これもほぼ横ばいとなって
いるという。

一方、移民署など関係機関の調査によると、中
国人の偽装結婚による訪台申請、および滞在期限
の超過、行方不明などの違法案件の件数は近年減
少傾向にある。しかも、2011 年6月に中国人によ
る台湾への個人旅行が解禁されてからは、これま

でのところ滞在期限超過や規定違反の案件は発生
していない38。

（4）中国人観光客の経済効果
交通部観光局によると、中国人の団体観光客の

受け入れが始まった 2008 年7月から 2011 年 12
月末までに、台湾を訪れた中国人観光客は 305 万
人あまりに達し、1日あたりの消費額を 263.09
米ドル、6.5 日泊の滞在として計算すると、中国
人観光客は台湾に 50.59 億米ドルの観光収入をも
たらしたことになる。

当初1日 3000 人とされていた中国人観光客の
受け入れ人数も 2011 年1月からは 4,000 人に拡
大された。2011 年6月 22 日からは個人観光客の
受け入れも始まった。第1陣が台湾に到着した同
年6月 28 日から 12 月末までに、台湾への個人旅
行を許可された中国人は 38,549 人、そのうちす
でに台湾を訪れたのは 29,189 人となっている39。

ちなみに、今年の春節（旧正月）の休暇（9日
間）を台湾で過ごした中国人観光客は4万 5811
人、1日あたり 5,090 人となり過去最高を記録し
た。そのうち「初二」となった1月 24 日の入境者
が 7,723 人と最も多く、1日あたりの入境者数の
最高記録となった。大晦日にあたる「除夕」の1
月 22 日から「初五」の 27 日までに、1,400 もの団
体ツアーが台湾を訪れ、総人数は3万 3,635 人に
達し、昨年（2010 年）の同じ期間の人数（2万
6,666 人）に比べて 26％増加したという40。

5．米国との関係にも動き

（1）AIT理事長の訪台
米国在台協会（AIT）のレイモンド・バーグハー

ト（Raymond F. Burghardt）理事長が、1月 29
日から4日間の日程で台湾を訪れた。滞在中に
は、馬英九総統をはじめその他政財界の関係者と
の会談が予定された41。

バーグハート理事長は1月 30 日午後、民進党
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本部を訪問したが、蔡英文主席は地方での「謝票」
（選挙での支持や投票に対するお礼行脚）で不在
のため会談は実現しなかった。蔡主席の代理で対
応した同党シンクタンクの蕭美琴副執行長は、米
国政府は台湾の民主発展を保障し尊重し、台湾の
選挙に対して中立であると表明しながら、選挙期
間中に一部の現職や退職した高官による特定の政
党を支持する言動が見られたことに強い遺憾の意
を表明した42。同日午前、バーグハート理事長は
王金平立法院長訪問後、米国は台湾の選挙に中立
を保ったとして、いかなる米国人の発言も選挙結
果に影響を与えたとは思わないと記者団に語って
いた43。

（2）牛肉問題とTIFAをリンクさせる米国
1月 30 日のバーグハート理事長と王金平立法

院長との会談では、米国産牛肉の輸入規制問題が
話題になった。台湾では BSE 問題を理由に米国
産牛肉の輸入を禁止していたが、2009 年に馬英九
政権はこれを解禁した。この決定は台湾の消費者
などから強い反発を受け、総統府国家安全会議の
蘇起秘書長（当時）が辞任するに至った。その後、
米国産牛肉から赤身肉を増やす薬品（「痩肉精」）
が検出されたことから、それを含む米国産牛肉の
輸入を禁止した。これを不満とする米国は、米台
の貿易投資枠組み協定（TIFA）締結に向けた交
渉を中断させている。バーグハート理事長と王院
長は、米国産牛肉輸入問題が TIFA の締結交渉の
再開の鍵であるとの認識で一致した44。

バーグハート理事長は 31 日、楊進添外交部長
との会談後、「台湾は TPP への参加を 10 年も待
つ必要はない」として、「台湾は農業政策など各方

面での自由化をさらに進め、参加準備を早めるべ
きだ」との考えを示した。そして、「米国産牛肉輸
入問題は台湾のさらに広範な貿易自由化に向けた
第一歩である」と強調したうえで、「台湾はアジア
太平洋の新たな貿易の枠組みのなかで立ち遅れた
り、周辺化されたくないはずだ。こうしたことも
牛肉輸入問題を議論する際には考慮すべき背景で
ある」と指摘した45。

（3）馬英九総統、バーグハート理事長と会見
馬英九総統は2月1日、バーグハート理事長と

会見した。馬総統はこの会談の冒頭で、「米国と
の関係の強化と安定は中華民国の外交政策の核心
である」と強調し、TIFA 締結交渉の再開への期
待を示すとともに、10 年以内に TPP に参加する
という目標を改めて表明した。

米国産牛肉輸入問題について、馬総統は「新し
い内閣には新しいやり方があるだろう、我が国も
この問題について真剣に米国側と意見を交換した
い」との考えを示した。これに対してバーグハー
ト理事長は、今後も米台双方の友好関係を強固な
ものにできること、とりわけ米台貿易関係を深め
ていけることを期待するとともに、台湾が新たな
アジア太平洋の地域統合に参加することを支援す
ると語った46。

1期目には米国の信頼回復に成功した馬総統
だったが、2期目を前に TIFA を牛肉問題とリン
クさせる米国から難題を突きつけられた格好とい
える。米国産牛肉輸入問題は内政とも深く関わる
問題であり、馬総統は難しい舵取りが求められそ
うだ。
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